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■
曽
於
市
文
化
財
散
歩
（
十
）

「
六
地
蔵
塔
」

ず
れ
も
六
面
に
仏
像
が
刻
ま
れ
て
い

る
か
、
刻
ま
れ
た
跡
が
あ
る
。　
　

　

大
隅
に
は
、
笠
木
・
別
府
・
川

久
保
（
一
六
七
三
）・
元
八
幡
・
川

路
山
（
一
七
〇
三
）・
下
須
田
木

（
一
六
六
六
）
の
六
基
が
あ
る
。  　

 

　

曽
於
市
内
に
は
一
三
基
の
六
地
蔵

塔
が
あ
る
（
残
っ
て
い
る
）。
財
部

の
二
基
以
外
は
す
べ
て
仏
像
が
刻
ま

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。　
　
　
　

　

建
立
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
わ

か
っ
て
い
る
塔
で
、
古
い
の
が
川
内

の
一
五
五
〇
年
（
四
六
〇
年
前
）
で
、

一
七
〇
〇
年
代
に
建
立
さ
れ
た
の
が

川
路
山
と
棚
木
で
約
三
〇
〇
年
前
に

造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。　
　
　
　

　

設
置
場
所
は
多
く
が
墓
の
入
り
口

で
あ
り
、
供
養
塔
と
し
て
建
立
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。　
　
　
　
　
　

　

筆
者
の
家
近
く
の
新
地
六
地
蔵
塔

は
私
が
子
供
（
七
〇
年
前
）
の
時
か

ら
、
県
道
か
ら
墓
へ
行
く
入
り
口
の

左
側
に
今
と
同
じ
状
態
で
建
て
ら
れ

て
い
た
。
龕
部
の
仏
像
跡
を
見
る
と

仏
像
で
あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か

る
。
ど
の
面
も
同
じ
よ
う
に
仏
像
が

消
え
る
寸
前
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
明

治
初
年
の
廃
仏
毀
釈
で
意
図
的
に
破

壊
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
塔

は
上
の
宝
珠
・
笠
石
と
蓮
華
が
な
く

な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
方
々
に

埋
め
ら
れ
て
い
た
の
を
排
斥
が
終

わ
っ
た
後
、
見
つ
か
っ
た
三
つ
で
再

建
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。　
　
　
　

　

明
治
初
年
、
薩
摩
藩
は
神
仏
分
離

令
に
よ
る
仏
教
の
取
り
締
ま
り
が
き

つ
く
、
寺
、
僧
侶
、
仏
像
等
の
ほ
と

ん
ど
が
な
く
な
る
か
壊
さ
れ
る
か
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

私
は
今
回
の
執
筆
で
「
六
地
蔵
」

「
ち
ん
ぼ
ち
ん
ぼ
炊
っ
」「
五
輪
塔
」

を
考
え
た
が
、
毎
日
の
よ
う
に
見
て

拝
み
自
分
の
祖
先
の
墓
と
同
じ
よ
う

に
花
や
水
を
換
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
か
わ
い
そ
う
な
新
地
の
六
地
蔵

塔
を
中
心
に
書
く
こ
と
に
し
た
。　

　

六
地
蔵
塔
・
仁
王
像
・
五
輪
塔
等

の
文
化
財
を
活
用
し
な
が
ら
、
大
事

に
保
存
活
動
し
た
い
も
の
で
あ
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曽
於
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

高
木　

秀
久

〝
笠
の
な
い
〞
か
わ
い
そ
う
な

　

新
地
の
六
地
蔵
塔
と
案
内
板

　
　
　
　
（
後
方
は
新
地
墓
地
）

（
り
っ
ぱ
な
光
神
庚
申
六
地
蔵
塔
）

　

財
部
町
通
山
集
落
の
中
ほ
ど
の
国

道
10
号
線
沿
い
に
、
六
地
蔵
・
観
音

堂
・
墓
が
あ
る
。
こ
こ
の
六
地
蔵
塔

は
龕
部
（
ガ
ン
ブ･･･
仏
像
を
安
置

す
る
と
こ
ろ
）
の
六
面
に
六
種
の
地

蔵
種
子
を
刻
出
し
、
地
蔵
を
表
現
し

て
い
る
（
一
六
五
五
年
造
立
）。
棚

木
の
六
地
蔵
塔
の
龕
部
に
は
、
一
体

の
地
蔵
の
他
は
五
面
に
種
字
が
刻
ま

れ
て
い
る
（
一
七
二
五
年
造
立
）。

　

財
部
に
残
っ
て
い
る
二
基
の
六
地

蔵
塔
は
、
末
吉
・
大
隅
と
違
い
龕
部

六
面
が
仏
像
で
は
な
い
。　
　
　
　

　

末
吉
は
、
橋
野
（
一
六
七
七
）、

川
内
（
一
五
五
〇
）、
新
地
、
内
村

の
四
基
と
光
神
山
王
神
社
境
内
に
あ

る
庚
申
講
六
地
蔵
塔
の
五
基
で
、
い


